
  

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した、平成 30 年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした

経年推移等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童（生徒）

の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の規則を守っている 

平成 30年度全国学力・学習状況調査の結果について 

＜学力調査結果の概要＞ 
○国語 Aについて 

 →文章の要旨をとらえる問題や漢字の読みの問題、文章を書く工夫を問う問題などの正答率が高く、

国語の基礎的な力はついている。 

○国語 Bについて 

 →文章の構成と場面展開、登場人物の描写や心情を読み取る問題の正答率が高い。質問や説明、理由

を考えて文章にまとめる問題は、無解答率が高く、正当率も低い。 

○数学 Aについて 

 →正答率が 40％未満の問題がわずか 1 つだけであり、すべての観点で正答率が 60％を超えている。 

○数学 Bについて 

 → 無回答率が約 10％の問題がほとんどであり、数学 A と比べ、問題を解こうとする意欲のない生徒

が増え、解くことを諦めてしまっているように感じる。 

○理科について 

 →理科の基本的な知識は定着していると思われる。だが、記述式の正答率が低く、自由な発想や、ち

がった見方で考えることが課題である。 

 
※本調査は、平成 19年度から実施されています。 

※平成 23年度は中止(東日本大震災)、平成 24年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
授業改善については「発表の工夫」に関しては全国平均と同じくらいだが、肯定的回答が約半数なの

で、さらに意識を高める必要がある。家庭学習については、「自分で計画を立てて勉強している」の肯

定的回答は全国平均と共に低く、生徒の「自ら学ぶ」姿勢は課題である。生活習慣については「朝食を

毎日食べている」は「毎日食べている」と答える生徒は全国を上回っている。しかし、毎日食べていな

い生徒も多く差が大きい。また、「学校の規則を守っている」は肯定的回答が全国平均を下回っており、

学習規律についても見直す必要がある。 

平成 30 年 10 月 4 日 
枚方市立楠葉中学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

 学力調査の結果から基礎的な力はついており、全体においても全国平均を上回っているが、活用

の問題となると無回答率が高く、正答率も低い。また、記述式の正答率も低いため、これらを意識

した自分の考えをまとめる場面を設定した授業改善を行う必要がある。また、生活習慣・学習習慣

が身についている生徒が多いが差も大きい。「自ら学ぶ」姿勢は課題であるので、家庭とも連携し

て取り組む必要がある。 

 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

まとめ 

 

授業で自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文

章、話の組み立てなどを工夫して発表していた 
自分で計画を立てて、勉強している 

朝食を毎日食べている 



  

 

 

＜国語Ａ＞（主に知識に関する問題）                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 96.7 0.5 

全国 94.2 0.7 

 正答率 無解答率 

本校 26.4 1.6 

全国 24.4 7.5 

 正答率 無解答率 

本校 86.3 1.6 

全国 78.8 0.4 

 正答率 無解答率 

本校 15.4 4.9 

全国 12.7 10.1 

（考察） 

正答率は全国平均と共に低く、文章を

書くことについては課題である。自分の

考えや意見をまとめ、それを相手にわか

りやすく伝える文章力と構成力が必要

である。また、他人の考えや意見に対し

て自分の意見を持ち、まとめ、文章にす

る力も必要である。授業では、常にこれ

らを意識した課題を取り組ませたい。 

問題を掲載してください。 

教科に関する調査 

（考察） 

正答率が全国平均も低く、本校の正答

率も低い。自分の意見や考えを持ち、相

手にそれを伝える力が備わっていても、

文章に表現するとなると別問題のよう

である。また、理由を筋道を立てて相手

に伝えるという構成力も、これからの課

題である。A 問題と同様に、「書くこと」

に対する抵抗をなくすような、授業を常

に考えていきたい。 

 

（考察） 

言語に関する問題については、正答率が

高かった。普段、小テストを行い、長期

休暇での宿題として取り組ませた、積み

重ねの結果が成果として表れている。今

後も、この取り組みを継続させ、言語に

関する力を定着させたい。 

 

（考察） 

正答率は全国平均を上回り、物語や小説

の授業の中で人物をとらえるために、人

物の特徴や関係を読み取る力がついて

いると考えられる。生徒たちには人物相

関図を考え作らせるなどし、その成果が

現れていると考えられる。 

 

適切な語句を選択する 

登場人物についての説明として適切なものを選択する。 

 

「心を打たれた。」を文末に用いた一文を、主語を明らかにし、「誰（何）」の「どのようなこと」

に心打たれたのかが分かるように書く 

「天地無用」と言う言葉を誤った意味で解釈してしまう

人がいる理由を書く。 

 

【詳細について】 



  

＜算数（数学）Ａ＞（主に知識に関する問題）                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数（数学）Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 96.2 1.6 

全国 91.0 2.4 

 正答率 無解答率 

本校 54.9 15.9 

全国 48.2 15.3 

 正答率 無解答率 

本校 59.3 2.2 

全国 55.4 0.7 

 正答率 無解答率 

本校 85.7 8.2 

全国 89.5 4.4 

（考察） 

正答率は全国平均を上回っているが、正

答率は約半数で無回答率も高い。文章を

読んで状況を捉え、その中から数量の関

係を見つけ出し、数式の形に持っていく

という問題は、中学生にとって難しい

が、必要な力なので、さらなる練習が必

要だと感じた。ただただ、文章を読んで

式を作るということを繰り返すだけで

なく、文章の内容をより深く理解し、絵

や図で表せる力を付けていく必要があ

る。 

問題を掲載してください。 

（考察） 

正答率は全国と共に高いが、無回答率が

全国の約２倍となっている。単純な計算

には強いが、少し変化を付けた出題の仕

方に対応できない生徒が数名いる。同じ

形だけでなく、答えから式を作ったりと

いうような出題をしていく必要がある。 

 

（考察） 

基本的な計算の力が、大阪府平均・全国

平均と比べても極めて高い。ミスも少な

く、繰り返し計算練習を重ねてきた結果

が十分に表れているように考えられる。 

 

（考察） 

 正答率は全国平均を上回っており、証

明を形だけでなく、内容に関してしっか

りと考察する力がついていることがわ

かる。 

 

具体的な場面で関係を表す式を，等式の性質を

用いて，目的に応じて変形することができる 問題場面における考察の対象を明確に捉える

ことができる 

証明を振り返り，証明した事柄を基にして，新たな性質を見いだすことができる 単項式どうしの除法の計算ができる 



  

＜理科＞                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 63.2 9.3 

全国 49.4 16.2 

 正答率 無解答率 

本校 25.3 16.5 

全国 19.4 21.4 

（考察） 

正答率が全国平均、大阪平均ともにひじ

ょうに低く、本校の正答率はそれと比較

すると高いが、正答は 4 人に一人、無解

答が 6 人に一人と正答率は低く無解答が

多い。 

 全く理科的な知識がなくても、日ごろ

の生活経験と照らし合わせると自ずと

答えが出てくるが、そこを結びつけるこ

とができていない。理科の知識をつける

だけではなく、学んだ知識を日ごろの生

活に結びつけて考えさせることが大切

である。 

 

（考察） 

正答率はさほど高くはないが、全国平

均、大阪平均と比較するとかなり高い。

原子や分子のモデルを、自分の力で組み

替えて、化学反応式を作ることができる

生徒が多い。日ごろの授業から、モデル

を使って、視覚的に理解し考える力を養

ってきた成果であると思われる。 

化学変化を表したモデルを検討して改善し、原子や分子のモデルで説明できる 

 

植物を入れた容器の中の湿度が高くなる蒸散

以外の原因を指摘できる 



  

 

 

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について 

  すべての生徒がわかる授業や基礎・基本の定着のために、わかりやすい学習課題の提示や板書、話し方の

工夫など、授業におけるユニバーサルデザインの視点を生かした授業改善を推進する。 

今年度本校で取り組んでいる「言語能力を高める授業づくり ～言語活動を取り入れた問題解決型学習を

目差して～」を継続し、資料を活用して自分の意見や考えをまとめる場面、それを発表する場面を多く設定

できるように授業改善を進める。また、グループ活動での活発な意見交流を促すことや、すべての生徒が落

ち着いて学習に参加できるよう学習環境の整備を推進する。 

教員の授業力を向上させるために、校内研究、研修の充実を図る。 

 

（２）学習規律について 

  全教職員が同じラインにたって学習規律の徹底を図る。聴く姿勢や授業中の声の大きさをものさしで図示

したものを各教室に掲示し、啓発すると共に教職員でそれに沿って指導を行っていく。また、授業開始の挨

拶を工夫し、落ち着いた状態で授業が始められるように努めるとともに、生徒会を活用した啓発活動を行う。 

 

（３）家庭学習について 

  各家庭と連携し、テスト前の学習計画の作成・実行を促す。楠葉中学校区で作成した「家庭学習の手引き」

を４月に配布しているので、それを活用して家庭学習の啓発を呼びかけていく。「自ら学ぶ」姿勢が課題と

なっているので、引き続き、日ごろの家庭学習の定着に向けて保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

学校の規則を守っている 

（考察） 

 数学に関して肯定的な考えを持つ生徒が多く

全国平均も上回っている。それがテストの結果

にも表れている。 

家庭での学習時間の質問項目に関して、全国

平均を下回っているが、長時間しているという

回答は全国平均よりも多い。読書時間の質問項

目に関しては上昇傾向で、学習習慣や読書習慣

が身についていることがわかる。また、朝読書

を通年で実施し、学校図書館の活用の効果が見

られる。 

（考察） 

 「自分にはよいところがある」については、

全国平均を下回り、「先生はあなたのよいところ

を認めてくれていると思いますか」という質問

においても全国平均を下回っている。家庭とも

連携をとりながら、生徒の自己肯定感を高める

取組みが必要である。 

 「学校の規則を守っている」については前年

度より下がり、全国平均も下回っている。全教

職員が同じラインに立ち、生活指導の徹底を図

る必要がある。 

 「授業での発表の工夫」については、全国平

均と共に低く、課題である。本校における授業

改善の取り組みの認識を深め、組織的に取り組

む必要がある。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

教科に関する調査 

自分にはよいところがある 

学校の授業時間以外に，普段(月～金曜日)、１日

当たりどれくらいの時間、読書をしますか 

 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

学校の授業時間以外に，普段(月～金曜日)，１

日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか

てて勉強している 

授業で自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文

章、話の組み立てなどを工夫して発表していた 
数学の勉強が好き 


